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重力と生命のかかわり
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パフンつことムラサキウ二

生川J を決定します。しかし核以外の制II胞質や細胞

小~:~'r'~'の配J~や細胞r，\Jの接触などがプログラム発

現i品位においてiIl~な i空洞を*していることら 4

尖です。航物帳と動物阪の極刊がきわた'ったツノ

ガエルのJl~細胞て'は '10 1Iii伎の円山梨がill))によ勺て

J正配されています。ウニの卵細胞を極制iに対して

縦に分別しても IE'i;~' な 1~:Eを与えますが，般に分

川すると Y~'i日になります。細胞分裂の|祭に制1/包伐

の材料が将来さまさ7まな細胞に分化できるよ 7 、

たとえば 'I目的(('n は-1'， ;Kの 'I 即時111 1/包にうI両己されるこ

とがJI 市な発刊に必安です。無'fonごでは細胞伐

の配附が[;L され 1~'1'，的見 1;~' が起こるとツメガエル

について徹也ーされています。細胞の分化におよぽ

す 'T(1) の ~t~轡は細胞防長のt.l: l~iにおいてすで'に比、

川されています 防長谷慌を無}iI'"に IM i!k して細

胞に特定の主力 hli" を与えないと.細胞の分化は

抑制されます。高等航物の似は地中に.茎は」ん

に flllLζするという唱力 Jill11 を市します。発卦'I'の

M物を全 hi占 1111 転させ~fJJ、がJ 主:計~jJU) をワえると

tNはランダムな hl"1 に 1中びます。回転'I':/(;を- )j

IllJ からJ!( f，射すると f 民や主はたの hi''! に也氏しま

すが司恨の 7;1"1 を制御するニとはできません。必

似は水、 1'- に官 II びますし.校は斜めに 11<: リ:+\します。

このよフに市 1) はM物的形態に大~~よかかわリを

f与っています。制 l胞の分化や形態形成はホルモン

にむ立:配されていま i-. 'I 則的な活性を持つ化 '-1- 二

純を含めて調 II 胞内での物質'i'.，中は反応場て'ある細

胞小 a:;:' ，\的自己 1主に if( (I するむのです。唱力の F3 習

はよの !λ 応I43 に付して与えりIt，幾 1宣むの反応リ

ンクのなかで I干l附されます。十 i 細胞の ea ゅ+代 t淵

2

が圧1[欠(I') な機憐て・制l御されていたリ.無重力下

でi本械が下肢から上 )jに修動するキ~Ii*ft での';rr:解

1't代測が変化するなど，機々なレベルや機構て寸R

))と 'I一物の当J1I!，現象が結びついています。

1:-")等刷物Jの .iTO) I:K刊の機構について従米の説は

次のようなものです。-'-~~力を感受するのは似の先

端にある似冠百IIの剖II胞であり，制"包中のデンプン

粒が似の{ばl きにしたがってーおは|人Ii則の，他方は

外1側I!山川II町II の制刺制l川II胞Ii時出Iiμi

す。似が@くと f[{冠から後万数mmのところにある

仰iUi? において不均等生長が起り，数十分もする

と肢はIftllll' してふたたび卜方に向かいます。以冠

から f'l' 長悦へVI報が伝達されるわけですが，その

Jllぃ千として 4 えられてきたのは似辺部で不均一

に生成したホルモンがflllli帯に巡搬されるという

ものです。ところがこの説をくつがえす現象とし

て， fl\ILレ111 の細胞の股It!.i.止は似を傾けてから秒の

オ タ の巡れて'変化するニとが脊林大のイ l 川禿

犬先生によって比 1\1-\されています。ホノレモンのill

搬といった lト:lrl J\ J のかかる↑it，'flifム i主機怖からこの現

象を説明することはできません.この細胞ijq 'l正位

は細胞生 L"に唱歌:な H+ATPase~LV;の ilitt，細胞

膜のイオンポノブの働きを反映したものです。

生 hi:中町 ttl!ニ浴場を印加すると航に1:t1 1刷するこ

とも他の研究計i によって d、されています。

動物の行1iJJ bIf(力に深いつ〈よがりを持っていま

す。 J先々は)(1也IX-れといった世界の中で横に並ん

だ二つの II を持ち歩き凶っていますo IU力のセン

サの代表は日イ iaN:であリ，三三I~JJL~~;や抗1ftカ筋内

のセンサ.悦覚などの情報を総合して体勢や ilf 到J

第一分裂期にあるパフンウ二の受精卵



を感知し :~IJ御しています。耳，IJ器のような重力セ ぎよがりますが遊出速度は l、 1) に luiかうとき沈降

ンサはいろいろな動物に!よくみられ.ウニの成体 i車I~分だけ大きくなります。これに対して発生後

も平衡胞を持っています。 しかし単細胞動物や小 }矧捌てで，は下 l万7 も上l凶向白刈l も同じ述度て

J担旦のE到動リ出J物はこのような昔総器，白を持てず'呉なつた停般ム 方 Ifl] によって調節するようになリます。

Miの主力感知l機構によって行動を制御することに ここにあげたふたつの6Jf究では無豆力. fJk電力

なります。水中の小動物では浮力中心と重心が{届 実験がおおいに立義のあるものです L. その持続

移しているといったことから自然と水而に部ぎ上 時 I~J をそれほど長〈必要としません。今#の大気

がる負の定地性行動を示すものもあります。とこ 球による S -520回収支験に従来したウニの実験は

ろがウニの幼生では平衡胞などないにもかかわら 装訟の不具合から結呆を符られませんでしたが，

ず，これまでに知られていない機隣によって重力 推進機構を持つ落ト体の開発や.より長時間の尖

の万 luJ を認識し行動を生理的に調節していること 験を可能にするロケット，プラット 7 ;tーム( S

が，お茶の水女子大の故上普広先生句によってホ FU) て'の生物学実験を員|曲l しています。

されています。発叶初期iの幼生は総じて k方に出 (やました・まさみち)

お知らせ***********************均車 :,;
*ロケット・衛星関係の作業スケジュール( II ・ 12 月) 唖項目『
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KSCM-35II ・3 KSC

総合地上 f、オベレ ンヨノ 結iι ォペレ ンヨン

A5TRO-C 相十見 Ill. キ守/'マス

総 {;- 以 験

5-520-9 科Hx ll!

明面カ句 噛合せ

5-520-8 初It 具的、 相校 IP.

CN-E~ミユレーンヨン試験 噛 合 -It
'f，から NTC

タ ボポンプ市産試験

NTC

KM-D 維業壷II!ー予備試験

飛朔体による宇宙ガン 7線観 ;11) 小研究会 VP100 (ス ，、. コンビュ タ)利用
lUI 円 昭和 61 年 10 月 28U( 伺

鋭明会と VP 懇設会のお知らせ
Jj,'j liJr暗号館 I I唱会議毛

日 Il，~ 10月 21 日(刈
宇宙構造物研究会

本 13時30分~ VPωo手IJIII 説明会
lUi 円 II I{千 1161 年 II I-J13 日付。-}II. R陶

本 15 時 15 分~ VP 思議会2品 所 68 号館 2 附会議室
4五九 場 68 号館 2 附会議字。

宇宙航行の力牢シンポジウム

lUI 円 lI!{f1161 年 11 月 13 日(村一 15RU:)
食人事異動

2み; 所 45r;ｷfifo:II;皆会議室

史令-'f. H A 氏乞 拠剣""m 』見(IIけれ職
宇宙空間原子分子過程研究会

(界径}
lUI "II({和61 年 12 J1 1 円(判-511ω

61. 10. 1 ，J.JIIIJ?:·:j6明 7 宙 I~附允却、教抵 T耐附餅光R:l
品; 所 15~;'fjfi 11;官会議室

" -.H 敬1差 'r:iii探免了?僻究M授 t 山町 ¢LL"i

IIIげトせ先 'l:jijf' ~γw ド先戸 ')i ・ Mf 究協 }J ，:恥 {採用} ，f，助教ほ

M 小J甑 ド守"噂 j'; 闘 H学資料解析
共和HII則 fキ (167 )J1ll( 1}"235)

ヒ/タ一助手
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4主主 *5-310-17号機の打上げ

倒防A引1 般京 JJ;(子や分子ーの放射する{支出l

m事情M 大気光の発光機附を解明するため

に、 ノドロケットは 9 JJ6L1 221時]肢に|下111801!k:

で打|げ句れた。飛しょうはJ['，";';で発射後40秒に

ヨ ヨ デスヒ。ナが作品OJ. 45秒で洲町し 3 分43抄

て1μ2Jlffj皮202kl1lに jf した後 7分 18秒に il 水した。

fjij 円まて"'UN天続きの天気が当 H 朝l 起きてみるとダ!!

しいIoFi と風， しかし午後には I 同もあがり，イ~7l:: j且

りのね 1-.1ずであった。終載された 4 つの陣UIi'J協も

止 'iiij に動作し，所mJの観測目的を述成している。

本号機は 15 と 16 り機に絞< 3 機円の所内1")上げて'

あった。トi~ 2 機は S -520 と K -9 1v1の-If.上げ竹業と

:J~なり， メーカーからの技術むがill;' たが，今回は

迎口打上げ f定の K -9 1v1が'i' Iiとなったため文寸

i且りの所内打上げの印念すべきロケ I 1 である。

また，ニの成功でok.験HEは大いに門討をつけたよ

うである。(中村良治)

頭胴部組立室における最終本組

*宇宙空間観測30年記念式典 ~表紙カット~

さる 9 H30tl(大) '1"1主 2 IIキから虎 /1“lノぐストラノレ

において. 'j': 'd i'4dgJ観測30年記念式典が，i:Hi開発

関係者 250 人の参者IJのもとに行われた。 'j:'JiM 所

長の式川(加計五.佐瀬育男)、文部省をはじめとす

る各 }j'I(， i の悦昨. 悦'I t{ 1，止泌， 品川、封、 ノ瓦!H j氏、 戸

I8 ql'町三氏への!~Im記念品相星lこ引き続き，記念

品In ~ii( に入り成制休技術的発肢について野村教校.

観測の1~M と 11X:栄について -¥l品名併教Nが記念講

柑i を行った。

引き続いて H1J'i会に彬り会上品には 420 人が山!店

L ，午後 7 11;\'無]1終了した。( ，'::j締法l出)

4

*オーストラリア気球赤外線観測

豪アリスースプリングス気球基地において，第

3WI けの円設協同気球尖験が行われた。tI 4:1ft1J の

参加析は J九位l数段以下宇宙研 6 名，京大 3 名で

あった。 8 H2HI に行われた 1 固 U の紋球では，

口保50clIlの気球赤外料培法鋭にグレイティング分

光協を拡11止して. 1v1 17 J，'."f:.オリオン}{'};.:，同日II

)，いま，火 J I~..木hーなどのぷ体的遠司、外線スベクト

ノレが科られた。しかし 7 アブリベロ一分光器が搭

，I査された 9 月 4 II の 21副 U は.上昇 '·1' の気球t岐阜l‘

13FI の 3 凶 LI は、 )ftJ;R 時の衝撃がもとでフタが|品 i

かないという .!.J;'i& が起こり，データがとれなかっ

た。

ok.験に被れたわれわれを慰めてくれる雨天の|降

るような lU 釈が， とても印象的て凶あった。

(芝井 !ム)

*r 二ども科学館」建設 能代市

能代市では r子どもたちが無阪の少と司令引を

はぐくむにふさわしい Mi 設」と位出 1づけ，チども

たちが iii び，体験し.学ひ\交流を深める 'I' て千ヰ

ザへの関心を 1'，iJ めることを犯し勺本年 11 総事業'1' 1

約 6 f:1J:円で建設千定です。鉄筋コンクリー卜 2 階

往て.~べば Iffi'lin ,500 III' ，ドーム筏 10mのプラネ

タリウムをはじめ rA: iQtびとふしぎの広場 J.

rB 山然とくらしの科'下」の二大子-'7による

民不が企 1'''1 され rBJ には「宇宙と地球 j がと

リあげりれていますが， fi~1t 市から展刀、につし、て

協力依軒 lがあり，当研究所をはじめ H 産自動車 KK.

"I 木TlL 気KK. 三菱屯機 KK もできる限りの協力をす

ることて'.Itイ d止終的なまとめを行っています。>;，

お建設場所は能代市大田 Iの河川公凶内で，米イト

オープンの干定。(秋主主鰍二郎)



合スペース VLBI実験の成功

VU31(A霊長法線下渉， Ii" )技術は地上の数千キロ

L 離れた 2 局/B J でクエーサーからの'屯波を同時に

受信し，その相 Ill1 をとって局間距離を数センチの

精度で決めたり.またクエ サ の内部榔 iE を調

べたリする起精官技術て二図際的に急 jill に進歩し

ている分針である。ここで l 同に人 T術t1を刷い

るのがスペース VLBI で， 伺的は勿論 I也卜では実

現できない長い J，l;線距離をとって制度をい fる剖 t

である。 Hi 年末.大尚汗上にある TDRS (データ

中継衛星)を使ってこの尖験を共同でしないかと

いう中入れが NASA よリあり，地上局として NAS

A のキャンベラ局司ヰ:詐 i研の白川局および ~li 波副 f

鹿山村，さらに東京大文台野辺山宇宙屯波lII. il\l Jrfr

が参加して世界的な嵐伎でごの尖験を行うニとが

dとまった。

そして本年 4 H 末から 7 H にかけて.これらの

局止びアメリカの Owens Valley , Goldstone局が

参加して. )也J·.l;:;J non で7 リンジつまり制限lが検出

できることが隊認された。そしていよいよ本尖験

カ'7月 15 LI から 8 月 2 IIまて. 51 旦lにわたって行わ

れ.最後の 2 固で地上局 -l~i 昼間 lて'相闘が縦認さ

れた.これは世界で初めての快挙である.牛 "J 己験

の紋大の成果は水.)j;メーザのような市町 i皮の原子

時討を衛11'に載せるのはむずかしいので，地上同

(Whilesands);;))との交信によって衛星 tの時期 l

を正確に定めることが可能であるとの見通しが

ついたことである.これは宇宙研も 90 年代半ばに

打|げを検討しているスペース VLBI 術星ゃー N
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ASA と ESAがl ， iJ じ可1与えている Quasa t などの計

画を推進する」て'極的て明るい展望が|別けたこと

を rr:味している。また来~I' 1JI に In]憾の実験を臼

回同も参加して行う下定である。(凶村敏充)

合ロケット観測用全天カメラの実験

全天カノラは. JI~ しょう保1i:雌必図像ンステム

として IIi 年伎の r光学観測将米，Hillii -t J 作会」で従

案され.ロケ y 卜を〉七点から且j)ム fil レム〆ズを!II>、

ビデオ記鉢 L. hIi'μη位 i丘出し機能を持たせるべ

く開発検討 "I'の L のである。機器材IYJ:成は .f見附220'

の f.('.1恨レンズを持つCCDカメラ ~l) と.ビデオ画像

モ ドを HIJU したC ドV系及びビデオ機総とで成り.

発射山上空全λ; をカバーし記録する。

llltlJ小型J ロケット実験で機能テストを行ったが，

ビデオ幽{主による議別は. Filmlニ較べ鱒1~に対し

階調度が伏〈解像度が{氏ぃit に 1m:<..起!ム角レン
ズのど~.記録物体力 f依小となるー i品などが雌向、で.

適正保光町結*で L 発射後数秒|目 lの記録となった。

l血敢えず次期 IM lIロケ y トに対しどの f，~ 伎の織耳 II が

可能かが似 I ，ll となっているが旬以年. Film'H 科で

行って来た光年観測にとり， RcalTime~fij 像記録

}j 式を検付する1)には格好の実験機総であり.絶

"の Chance てeあると μえる。 w久単 ~}

ロケット観測用金天力メラ
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DynamicsExplorer(DE)-l 及び -2

京都大学理学部杉浦正久

NASA の太陽地球系秒 lj .E!!!.'''f:.分野に於けるプログ

ラムの重要主 -1; 1を担う人 J.J: 1:r JMJ ビー 1及び -2 は.

1981 年 8 H, l 機的デルタロケ y トによって各々

極軌道に打ち|ーげられた.写真はパンデンバーグ

基地で， 2 憾の人工衛星がデルタのノーズコー/

に設置された桜子を示す。デルタロケ y トで 2 機

の衛星を先ず0 1:: -2の桁円軌道に入れ， 01::-2(:与

以で卜部)を分離してから， OE-1 を以真に比える

ロケ， I て句 IJ の高度の桁円軌道に人れた。 0[-1 と

その l品lU Jはそれぞれ 440 分及び 90 分で，法地点. j[

地点高度はそれぞれま ~23.000km ， 675km J.立び1. 0∞

km , 3∞kmである。

1960年代末に地球続気凶.屯離婚， 'i'性大気/BJ

の結合のJf(.~但が認め句 jしこの問題を探究する

のに必要なミ y ションについて軒11宿な計阿が1972

年i掛から行われ， 1974年に夫験の公必， 1976年に

主任研究者述の選抜が行われた。イ··t) のi1i11 限」二，

当初の百\'tlllj より bE十嵐棋がtYt少された DEプログ

ラムは，次のようなlII.ll!IJによって防成されている。

。E-} :プラズ?鋭i]IlJ( l1ureh) ，イオノrIm:分析

~ii(Chappell) ，可悦及び紫外線によるオーロラJ損

保(ト rank). i，波庄到動~)及主ひ

wellけ) ，フラ丈マ波及びiW'm~'， ιJ易相II定 (Shawhan/

c.; urnett) , r~' ，'ji.山主プラズマ組成観測 (Shelley) ，

線上品観i1llJ( Sug 川 ra)。

0[-2 ラ/グミュアプローブ (Brace) ，中 11 大

気軒 l成測定 (Carignan) ，リターディングポテ/シ

ャルアナライザ (Hallson) , 7アプリ・ペロ T

渉計 (Hays)，イオンド I) 7 ト測定保(lIeelis) ， OtC

場観測 (Maynard) ， (，益拡;臨 lilI IJ(Sugiura) ，プラズ 7

飢;1111 (Winningham)o

この他に DI:: チームにはデータ解析， .HP. 論1lI 111;; てー

次の研究おが選ばれた。オーロラに|刻するj!Jl諭 (I'J

研究 (Coron itilMaggs) , 大気述拐~&.ぴエネルギ

-I;歯 (Mayer )，中刊大公，プラズ?軒Ill:作川の研

究(Roble)， I川ojecl Scientist はlIoffma Jl o

1iJI州&.びデータ解析の HZI としては，チーム全

体が佐々な f.JI.象を総合的に研究し.いろいろな物

足II以聞の定足的比較に返し内、を it，川、ている。従って

データ処周1. 解析のシステムも各研究者が他の研

究者のデータを各自の端末で存易に使用山米るこ

とを目標としコンピュ -77 ログラムの共通性

を前悦している。 NASAでは 01 プロジェ 7 トを.

データセンターをも合的て新しいデータンステム

を導入したテストケ スとして取抜っている。ま

た地上及び他の人仁iFIlst からの同時観測を用いる

協 In]研究も弔悦 L，現{I' J:; XOS-C と 0[-1 との協

同研'允が日|凶l されている。

D I-: -2は 1983年 2 月に大気に突入したが， 0[-1

は打ち上げ後 6 年の現イ「も f~J 鋭 111 11 を続けている。

0ビー l とその軌道が 'i;~' に日 j-T'I' 面内にあり， DE

-1 はその軌道の特性から、民1I .'il 日l ほぽ同じ他以内

を飛行することカ C多<.また filmj 巧1 カf疑った Jょう J~

においていl じ磁束内て'観測をするlU llHIが存在する

こと等が他のミ γ ショノにみ句れない特色である。

(すぎう句・まさひき)

デルタロケットに提言載された DE-1 ， 2

-6 ー



A主義 ~iL ι
SOLAR-Aの日米協力

宇宙科学研究所小川原嘉明

とて叶ムqJ して q J われ，台北終的にはIi!;i -1'1の千?なによ

リ決定されることになる。宇山研では， SOLAR

A ワーキンググループの中の軟 X 4:~~立法鏡の|具 l係

者が小心になって1E' fi を行った。

NASA では，米凶内から応 ~}fi' と直接関係めな

し、関述分野の{， )f 究-1:'19人を j韮んて凶縦 IHi の詳細 li~~ 以

会を作った。評fItl i委 Ii 会の仕ギは，側々の従来の

特長，欠点を評価することで，健司ミを相互に比較

して順位をつけることはしない。この委只会は 7

J'I に二日出j， NASA のGSFC で開催され， 日本か

らは 3 名が山附して， 日本側の芯比.問題点など

をも1;7、したロ

計価は，それぞれの従業の研究目的.観測装置

の技術的問題点必要経費の妥当性専について'人

に詳細に多ヰ (13 にわたっておこなわれ、その結京;

は， 各:rn 日 ζ と lニ J止品リこより係 i 点された。そのた

め， NASA のMS['C から格岐計協のJJ./門技術品や

総 'J'! 抑定の呼 1"1 家が招かれておリ，従来 i止のト人 l谷

について批評を交じえながら制かく分析がおこ主

われた。この評価の付 f#1:Iま，幸いなことに1:14:の

グノレーフ'の検討結米と一致するものであった。 B

)I 初めにこの日平価にもとずいて，これらのt草案の

クラスわけをする畳一只会が|制かれ， さ句にそのク

ラス分けが， 8 月末に日II 主:会民会てソJ主必されNAS

A て院の実質的な瀞有は終った。

米国から見たら.たった つの小脱十日な観測;1-1

l山の選定にすぎないが，それでさえこれだけの手

続きを経るのは， NASAが町U!II としている 公中

な競争、のためである。勿日仏 AOが rH てから選抜

が終る迄のIlIl，日本のグループ・は， AOに応非した

研究者たちとは一切被触を梨、じられている。この

lHJ, 日米の関係者は太平河を越えて， ~ι 阜、 ワ y

ントン間を文'1どおり点奔丙走してきた。まさに

競争社会のアメ I) tJ の TM I'l雌如たるものがあった。

(おがわら・よしあき)

し、 t~ 。

6 月の初めに募集を締め切った結栄，結局米国

内の合計 12 の大ザ等の研究機|比 lが 3 つのグノレ プ

に別れて応非した。 NASA の指不に従って.それ

ぞれのグループの提案書は研究青|山 lをまとめた第

1tfl)と.引 l出の実施空~:jFi と統伐についてまとめた

~12 帝1\ とに »11 れており，それぞれカづ、変分厚いも

のになっている。これの選抜は. NASA とヰ:術研

-7-

SOLAR-A は，次期 l太陽市Jlr!J艦大 lUI にあたる 19

9Jiド伎の打上げをめざして準備が進められている。

当初1:1米の太陽物主 II制究者たちは，それぞれ独

自の衛星を計幽してきたが.諸般の'f;情から NA

SAは太陽X 線草川111i'むm を利付fることが囚雌に

なった。結局，NASAと宇'白引の百円l -h-いで，米

国は日本のSOLAR-Aに協力し，円米共同{'if究の

一成として， 1:1本と共同で'Ilk X 線望遠鋭のー刊1\を

J且当することになった。

jjjj市の国際協力のように，こちらで決めた特定

のグループと話し介いで竹業を進めてゆくことが

山来ると簡単なのだが，NASAのやりかたはそう

簡単ではない。まず.いわゆるAO(Annoullcement

ofOpPo J'l unity) を広〈米国内に配布して令米の

研究者から参加を公非する。この AO を起 JJE する

のがひと仕事で， NASA と SOLAR-A の関係者と

の n司で何 1m か協議を重ねた。その紡 W. 38 ページ

に及 ，;:Ji&" 品で詳細な AO がHi 米 1-. I).印刷発送さ

れたのは予定より約半年遅れた 3 けの初めて。あっ

た。この後 3 月の末に，ワシン l ンの NASA A-'

部で SOLAR-A の説明会が聞かれ‘米国内の 9 Nf

究機関から約 20 名が参加した。これには， 1:14:か

ら 4 人が山 l市し説明したが.質問はあらかじめ昔

前て'提出が義務づけられており， しかも質問者が

誰であるかは分からないようになっている。また

は附 jに対する回芥は，全日に全く等しく伝えられ，

その場では関述質問以外には新しい質問 lは討され

ない， とい 7 よ 7 に徹底して機会均等が 1;-1 られて
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合作用が討し、ことが「穴J を生む聖書囚であろうと

与えている。しかし 「低落」を説明するためには，

南極付近に特殊な南北循環が存在して一九化ザ反応

に WI与する物質を供給または除去している， とい

うような複雑な i品位を考えなくてはならないよう

である。 (Nature. 8 月 28 円切)

*大雪星発見/ ハレーを，童ぐか!?

さる 8 月 5 日，アメリカ カリフォ Jレニアのノマ

ロマ一山天文台のU 径123cmのシュミ y トカメラを

使って. カリ 7 ォノレニア工科大学の大学院'i'.のク

リスティーヌ・ウィルソノ娘(24 )が大雪li! を発見

した。彼女の名をとって「ウィルソン卦!t.J と才l

づけられたこのまキH.は，まだはっきりとした軌道

は分かっていないものの，判定的にはじいてみる

と.来年 4 月 22 日に太陽に最桜近(J.22AU)L.
5H 3 日に地球のJ'.f下(真南)に近い hi白l に 0.63

AU まで接近する。その前後にすばらしい眺めが見

える "J 能性があリーはやくも「ニュージーランド・

ツアー」とか r\昭和基地ツアーJ などの吻が滅び

父っている。つまり，残念ながら H本からは比え

ないのである。 'I' 央天文'It!:報局のマ スデン博上

は rハレーより少し明るいのではないかJ とい

ううれしい見通しを述べている。なお.松尾研究

室町制束三制l干さんの計算では.来年 2 月 13 日に

ウィルソン卦皐とわが rすいせいJ とが，約9000

)jkm まて.j!i:づく.という。 ~Iはその軌道である。

(掲氏 III) 川!J~'回)

(欝\電￠

越感運動⑩

(風)内 会南極大陸上空にオゾンの穴?

て竹-rr-..._ ~._ 地球大気小のオゾンは.生物
¥¥1// まにま」
亡コ<:7 には 1-f :， l~: な太陽紫外線を IVk 収し

目立府附掛 l ilii の日制府を維持しているため，その J円

以は鋲外科!被 l県ill:と気似環境の前回で我々の生存

に ~t~ 特する。従米.成府幽オゾンは化'学的に安定

で. 多少の字節・総 l皇変化はあれ定 7抗的かつ全地

球的に存証するとされてきた.ところが同年の 5

月の Nature~. t. I-. て・英|玉!の Willi チームが，南極のオ

ゾンは毎年 10H 可lに拠常に減少し，かっその極ノト

fil I，は 1970 年可 lから年々急激に低卜している. と発

表した。これらは昭和基地などでも維認され，そ

れぞれオゾンの「穴 (ozone hole)J. rf凡fiHozone

fall)J と l呼ばれて，中層大気研究者の衝撃的な在

日を集めるようになった。図は Nimbus j~iJ{ 観測

による毎年 10 月の南半球オゾン呈である(数字は

りobson 単 iι= 1O -3 atm ・ em )0

現在，光化学(オゾン生成 削減過位'とそれに

関与する物質や肱射の ii1 rJ J) や 1) 学(輸送過程と

それを til っ大気 ill !fi h) からの見解がいくつか従山

されているが、まだどれも定説となってはいない。

光化学的な \(Ii では、この極め問題に敏感な米|主|で

10 年以上 1~lj に rH された.館正 f速飛行機などの排気

する雪1!.#般化物 (NOx) やスプレーが放出する 7

レオノがオゾンを壊す説がある。しかし NOx の役

押lについては逆にオゾン生成を促進する説もあり.

化'"1' 1刈し、においては般化!込訴が重要だという未確

定の議論 L ある。また iii- 年の火山性エアロソソレの

t!" 績に IJIJ 辿するとも巧えられるが rfl k{;品」開始

が蚊大の火 11 1"1\火に先行する点などの反駁がある。

一方.力ザ円ーたちは，南半球では大規 t止法酎 Jの混

南半球のオゾン震の変化 大琴星ウィルソンと探査筏「すいせ ~\J の凱道
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~~宙 固体ロケット 一推薬(2)-

コ/ポジ y 卜推楽は普通， Ml料i斉IJの利剣で分割l

されています。現拍最も多用されているのはブタ

ジエン系ですが，これにはCT系と'IT系がありま

す。 CT系はプリポリ?の末端;基が力 Jレポキンノレ，N、

(COOl!)となっており， HTlf: 、ではヒドロオキン

ノレ基 (all) です。当然、 それぞれ相手となる 4fJ 焔

斉IJ の手も異なり，白 ij "l" lて 1;1イミン基，後者ではイ

ソンアネ 卜1Jiが代表的です。

笑は， l金歯では手を繋いだ後の!彩がウレタン車 11

合となるのでこれは又ウレクン系とも言えるわけ

です。もっとも，判 IJ WI のミュ ロケ y トに l<tわれ

たウレタン系のプリポリマーはブタンエンではな

くポリエ テノレで日 'iii' よく目にふれるウレタンフ

ォームの原料と同じものでした。

椎菜、は苅火すると，一定の 12i 境条例下では深さ

}jl('1 に一定的制合で燃えて表面が退行して行きま

す。この退行 jill 度を紛 l燃焼 jilll 主あるいは単に燃 jill

と呼んでいます。もちろん，これは推棋の組成に

よって変わリ，また般化育 IJ 粒 l阜の l診特も大きく，

一般に制 II 位はど燃速は地 ))11 します。そのため，厳

it 剤としては， 10 ミクロン f~ 佐f立の制 l車止と 100 ミク

ロン以上の州粒を出合して燃 jill を調位するのが iF

通です。このように村俸の大きく wなる粒 f を月 l

いることは十仕事 iの ilef 目、 日ミ型の工但における流動

性を時保するためにも必要なのです。

環境条1' 1 の 7 ち枇も大きく彩色 bするのは H 力で.

1f 辿.一気圧で 2 mm/s 組の燃 jill が50 気似て"はその

二 m;~I' ほどにもなります。又、表[而に in う流れの

i開平も受けますが， 大体 100m/ s 位まて凶の流辿て怯

7Jf i と店長特されません。このことは一度火がついた

推薬はなかなか吹き消えないということでもあり

ます。沿 1M) 止が燃焼ガスであれば燃j£の地 JSIJJ*

があり.これを似食燃焼と称しています。

勺』与は燃えている推~の表面的 1Jl 大万点です O

R で見ると一様に獅いているのですが.ここでは

l 分に光線を絞ってあるのて 'i f. 1m されているアル

ミが泡状に光っているのが統祭出米ますの

実際，アルミ以外的成分はぷ l自l の aj~ で始と'完

全に燃えてしまつのですが.アルミは;hi ,Iii1)'般化

被脱て1且われ， Ii、導 lit も大さくう L化しにくいた的

このように表 'UIから自Ifれた所まで燃え続けるので

す。このため.場合によっては， JI~ しょう ιI' の ))11

j車l主で燃える而jの Hi'削!状態のアルミ位 f カワμ 、に

柴塊し未燃のまま 9JH;i/してしまい伯能劣化を紹く

ような不都合も起こりますのて訓1I，t:.、のiJ也、が必要

です。

泊7;1 の燃焼室内圧力的 GO訂正という仙は立刊の

ノ、イヒーノレのかかとにかかる仙の H'})ですので，

燃焼室内に光明されている抑換はこれに地 ι る|

分な強度をねたねばなリません。推薬の調合や;~~

泣ムf"~. ， ~位いはモ タの 'i生日|にはその点にも問到

なJj'J.者が担、わ Hていますが，キ lj に，I， J棋の士ti合は )JII

t品 (ill!化後7古川に戻す際に伐 WI ーする主み 1;1長!日 l似 ff

'1' にクラ:; 7 を発生する IJ;Utl にもなリ，料品，!性体

としての刊 ft を寸分に 1~弛1 しておかねばなりませ

ん。 'j 宙 ~Jf 秋!K l京一日1\

燃焼中の推薬表面の鼠大写真(品.~ ;jf; 真野 毅)

-9-



「上有天堂，下有蘇杭」

西村純

いも焼酎とエ;う H品iは， I凶SAS ニユ一ス発刊の主

て

いる@門争うはどに述論'ょのごとくゆきおこった!析

を文市にしたためておくと:t.-:' -)地旨かなと，目、つ。

「この数ヶ n~r. 'li にお測をとめられている店、に

この梢l を 11~けはないでしょう J とおことわりした

のだが rその悩んでいる内ト，、やもっと TI-lfti 日

なぷで ι結構ですからJ と細!if Sil}ιfill 々予ごわし」

店、が }J. 人数 :r， と中闘をはじめて訪れたのは 1977

与のことて'あった。もう 10年近< j自のことである。

H 本を発った月走行機が制加'("'1\1;;うを注 Irrl してやがて

中 l王l大F量的上何よ〈って行く， fir必しく，'I·j 土ーがJ止

がっていてI也!の峨イははるべくもなかったが.今

この14の下に悠久5000年の»正史をnつ中|軍|大肢が

杭たわっているのた'と忠フと妙な感慨にとりわれ

たむのて'ある。

../tw~·~;-;:H}は J;lU，のものよりはるかに素朴の感じ

の』た-Jまいてザあった。

」じ J;'~ ~':官イl:l!1 、~J(らがおも に『坊れたのは I'~J エネノレ

ギー研究ド斤の j-:Hi鋭部て'あった。 4 入車II迫肢の IL!~

I去のニととあ巧て皆んな-1:):'*-:にむけて品.公さかん

であった。午前.午後.時には伐と ，ottjUt. j{.t，冶を

辿臼くりかえしていささかくたひ'It弘、 l味になった

ころ， j守米計画!の ';I f; b~H てくるようになった。乙

われるままに， '1'1 時的特 lとを "1":. カ、す Jhlhj を 5 つば

かリ述べた。その'I'に大気味のHB発と量Jt illlJ も 1)~ lJg

しておいた。-I，)也は lム大である L ， 'j< 'd i科..，/観測

が:l:米ること.従4と孤"'-がちな各分肘何人々がの

機(I~Jに，H，治する機会がサーれることも中凶にとって

大切なことのように忠えたからである.

·~'I:·llil 後、私的~:t案は大変興味深<.実行にうつ

したいとムワ[，紙がきた。 II ~，町公正事的機 H，悦

祭にこられ. 'I'WI での気球 11 トl 発均、いよいよはじま

ったなとぷ 7 印!記を持つよととむった。

それから数年を紙て Iヰぴ ~t ，;(を訪れると，:可能

物PI! 研究所.大公物理研完所.空 ml ;f十 y 技術中 ·L ‘

等を伎として父 J¥ 1Jf 1 発的 大!品問が '1'. fL，かなり

の成*をあげていた。北京の点出 30kml こ詐戸 I と ι

う場所があり. "'-臼"な気球観削 'I' 叶が III 米ていた。

.j"ili61f 報告の「大気球特集号」のあるものは嵐っ

叫に PI; によごれる迄読まれていた。凶の内外を

とわず一帯熱，レに特集 J，j を読んでくれたのは中川

町公正義グノレ プ町人法に j品いない。

H'I'町大洋繊断以球の訴が山たのもこの時て:.J ,

る。このほかゴヒ:Ii'!'慌て'の Inl収や.政球的可能性

む論じられた.

それからまた数年.いろいろ制余1 !l IfHはあった

むのの H 中の大i4'i繊断気球は実現することとなっ

た o -III['lII IJ は中1] 1科学院の上海天文台.紫金山天

文 t;. ~I:ll 科''f:技術中，し、て"ある。 7 月末に KSC の

そばから肱1)えした経過はすでに ISAS ニュースに

む隊合されているが l号機は杭州市Hi止の I.去

を 2 り機 1;< ".H,t ， Ii付近の l 宅を通過してよ成功で

あ勺た.ことに 20 機はタ必時に|海市付近の 1

2 を jill ったので肉Ill!でよく比えたらし".日本か

らの大迭の他者に大きな~.;を抱いた人もいたので

は主いだろうか。

杭州は昨年この協 Iii] 実験の打介せに必 III したと

き.たまたま中川町公foRllf.が凶収の訓料i をしてい

ると E うのて・訪れた。西湖l をひかえた jJiは全体が

公開と王、ったおむむきで.とても一世代や二世代

でととのえられた景色ではない" I'i フ1<' 上に天'，(

あれば.'1"に録州杭州あり J と 4曲、され， 13iU 紀に

こニを訪れた 7ノレコポーロ b rI!J界でi此も美しく

市やかな III]" J とたたえたと去う。 "nに煙る西洲lは

岡崎支J~' おむむさをたたえていた.

ノT午的実験的成*=は術I.l'で骨! ~t;.をうけた。 Uの

念、 L 、 4正人 l立 III 年のJ}j中の際，お柄をのみすさたの

がたたったのではむいかと~ -)"平い順調に f先 jl(

してあと 忠で l防 'llb お i~ bII] 能と i、う所までた

どりついた III 今て'ある。(にしむら じゅん)

1/頃\\ 9 月 30 日に 'j':'lii~ I:J J 16l品\'130年 l記念

k訪れj 式典も無事終了し州首の表紙の
\ーJ 軌糊 寸前宅IMI観測30年 IOu忽集ーも

発行されました。本ニューえも 30年を記念して

lin号で '-j-: 'ti i~ 1ll 1 量11.'1\1 130 年特集号を， ~I·ldJI\. 、たし

ましたので日 1卸 mil 与ドさル \0 (~.:，' jt!j)
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